
豚、いのししを飼養する皆様へ

家畜保健衛生所たより家畜保健衛生所たより 令和３年度第３号 令和３年４月８日

※ワクチン接種で安心することなく、引き続き飼養衛生管理基準
の遵守と不備がある場合には早急な改善をお願いします。
○車両・物や畜舎周囲の消毒、○長靴や衣服の交換・消毒
○毎日の健康観察、○野生動物の侵入防止 等

※慢性型のＣＳＦは、特徴的な症状がなく気がつきにくい疾病です。

発熱、食欲不振、元気消失、うずくまり、便秘に継ぐ下痢、

呼吸障害、死亡頭数の増加等の異状を発見したら、

すぐに家畜保健衛生所まで連絡ください。

連絡先：山梨県西部家畜保健衛生所
電話：０５５１ - ２２ - ０７７１ F A X ： ０５５１ - ２２ - ６７２８
夜間・土日・休日の連絡先：０９０－５５６４－１０１８

土日・休日の連絡先：０９０－５５６８－０８１７

連絡先：山梨県西部家畜保健衛生所
電話：０５５１ - ２２ - ０７７１ F A X ： ０５５１ - ２２ - ６７２８
夜間・土日・休日の連絡先：０９０－５５６４－１０１８

土日・休日の連絡先：０９０－５５６８－０８１７

・また全国では、ワクチン接種推奨地域でも豚熱が発生していま

す（山形県、三重県、和歌山県、奈良県、群馬県）。

→ワクチン接種農場でも免疫を獲得していない豚が存在します！

飼 養 衛 生 管 理 基 準 遵 守 の
徹 底 を お 願 い し ま す !

・現在、県内では野生いのししにおいて豚熱（CSF）陽性個体が

継続して確認されています。

・西部家保管内ではこれまでに、 北杜市、韮崎市、甲府市、

中央市、アルプス市、 富士川町、 身延町で野生イノシシのCSF
陽性が確認されています。

→CSFウイルスは環境中に存在しています！

・さらに今月５日、台湾当局が台湾本島北部の新北市万里区の海岸

に漂着した豚の死体からアフリカ豚熱（ＡＳＦ）ウイルスの遺伝子を
検出した旨、公表しました。

→ウイルスはどこからでもやって来る可能性があります！


